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医療事故情報収集等事業「医療安全情報No.204」の提供について 

標記について，2023 年 11 月 15 日付け事故防止 151 号にて公益財団法人日

本医療機能評価機構 医療事故情報収集等事業 後 信 執行理事より通知があり

ました． 

つきましては，本件につき貴会会員に周知徹底いただきたく，ご配慮の程よ

ろしくお願い申しあげます． 
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医療事故情報収集等事業 「医療安全情報 No.２０４」の提供について 
 
 
平素より当事業部の実施する事業に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

この度、医療事故情報収集等事業において収集した情報のうち、特に周知す

べき情報を取りまとめ、１１月１５日に「医療安全情報 No.２０４」を当事業

参加登録医療機関並びに当事業参加登録医療機関以外で希望する病院に提供い

たしましたのでお知らせいたします。 

なお、この医療安全情報を含め報告書、年報は、当事業のホームページ

（https://www.med-safe.jp/）にも掲載いたしておりますので、医療事故の発

生予防、再発防止のために、貴団体の取り組みにおいてご活用いただければ大

変幸いに存じます。 

今後とも有用な情報提供となるよう医療安全情報の内容の充実に努めてまい

りますので、何卒ご理解、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 



　

医療安全情報
医療事故情報収集等事業 

人工呼吸器の吸気側と呼気側の
回路接続間違い

人工呼吸器の回路の吸気側と呼気側を逆に接続した
事例が報告されています。

No.2042023年11月

2019年1月1日～2023年9月30日に8件の事例が報告されています。この情報は、第72回
報告書「再発・類似事例の分析」で取り上げた内容をもとに作成しました。

事例1のイメージ 正しい接続

吸気口呼気口

吸気が加温・
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吸気側に
ウォータートラップが
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呼気口 吸気口
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呼気口 吸気口

◆医療安全情報No.24「人工呼吸器の回路接続間違い」は、人工呼吸器の回路接続を間違えた事例が対象です。
　今回はそのうち吸気側と呼気側の回路を逆に接続した事例を取り上げました。

※吸気側と呼気側の回路を
　色分けして示しています。

https://www.med-safe.jp/pdf/report_2022_4_R001.pdf
https://www.med-safe.jp/pdf/report_2022_4_R001.pdf
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※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の一環として総合評価部会
の専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。本事業の趣旨等の詳細については、本事業ホームペ
ージに掲載されている報告書および年報をご覧ください。

　https://www.med-safe.jp/
※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課したりするものではありません。

NICUで、臨床工学技士が人工呼吸器の回路を組み立て、看護師が人工呼吸器をベッドサイドに
準備した。帝王切開で生まれた患児が入室後、医師は人工呼吸管理を開始した。翌日、一酸化窒素
を投与したが、呼気中の一酸化窒素濃度が上昇せず、酸素化の改善を認めなかった。臨床工学技士
が確認し、吸気側と呼気側の回路が逆に接続されていることに気付いた。

人工呼吸器の吸気側と呼気側の回路接続間違い

事例1

患児は、人工呼吸管理中であった。人工呼吸器の加温加湿器の温度低下のアラームが鳴ったため
確認したところ、口元の温度は34度を示していた。医師と看護師は、温度センサーを交換してみた
が温度は上昇しなかった。臨床工学技士が確認したところ、吸気側と呼気側の回路が逆に接続され
ており、加温・加湿されていないことが分かった。

事例２

上記は一例です。自施設に合った取り組みを検討してください。

事例が発生した医療機関の取り組み

●人工呼吸器の回路の接続口に「吸気口」と「呼気口」のテープを貼る。
●人工呼吸器の回路を患者に接続する前に、吸気側と呼気側の回路を
たどって正しく組み立てられていることを確認する。


	日薬連発第776号.pdf
	日薬連発第776号.pdf
	医療事故情報収集等事業「医療安全情報No.204」の提供について.pdf

	med-safe_204.pdf

